
松
二
憲
箕
丑
是
磐
篤
馨
癒

塑
篇
叢
讐
万
＋
玉
避
印
醐
（
毎
碍
一
熟

gesu

第三＋入巻　第六璽勤
　　昭和塑難瓢行瞳

鞠
實
存
暫
學
に
つ
い
て
・
：
：
：
：
：
・
：
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ク
ナ
ウ
ス

聖
ト
マ
ス
に
於
け
る
霧
器
と

①
箆
ω
8
騰
。
に
つ
い
て
（
承
諮
）
・
・
：
・
．
．
．
・
．
・
．
：
山
田

　
一
O
嫉
㍊
ω
け
Φ
判
O
の
意
味
の
探
究
・
錦
矧
、
ト
マ
ス
の
田
川
法
（
燃
）
1

最
高
善
に
つ
い
て
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
．
南

　
ー
カ
ン
ト
認
辮
謙
論
…
の
課
題
1

彙　款
　　蒲
報　外
　　國
　　難
　　誌
　　所
　　載
　　論
　　丈

晶

澤
貞
美

内

部
會

大學文學

都哲學
都
京

京



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
田
平
は
廣
義
に
お
け
る
哲
線
の
薪
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

　
こ
と
を
摂
的
と
す
る

　
、
冶
の
段
的
の
た
め
に
次
の
審
業
を
行
う

8
　
緑
薄
一
躍
研
究
愈
を
開
く

爾〕

@
簿
年
公
開
講
演
禽
を
開
く

日
　
簿
屑
一
隅
「
哲
學
研
究
」
を
獲
行
ず
る

　
、
本
四
の
箏
業
を
港
行
ず
る
た
め
に
委
員
砦
干
名
を
お
く
、

添
蒔
興
は
京
都
穴
三
哲
學
糾
　
教
官
及
び
倭
旧
鑓
奮
は
に
お
い
て
椎
翫
鞠

し
た
者
に
委
囑
す
る

［
、
本
場
は
禽
員
維
織
と
し
、
愈
員
に
は
贅
絡
の
踊
限
を
設
け

た
い
、
畢
校
・
隣
審
　
織
∵
其
他
の
鴎
艦
は
隔
麟
隅
の
名
を
以
て

入
幽
す
る
こ
と
も
で
琶
る

一
、
會
員
は
曾
嚢
と
し
で
年
一
、
瓢
二
〇
醐
、
叉
は
牟
年
六
一

〇
闘
を
醜
納
す
る

一
、
愈
…
昌
｛
は
會
勲
晦
の
醗
布
を
受
け
、
命
属
就
隠
に
豫
出
開
ず
・
る
諦
種
の

行
事
に
撮
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
陣
は
纂
諮
所
を
京
都
大
學
交
學
部
的
に
お
く

　
、
本
・
侮
扁
朝
処
豹
の
改
正
灘
窩
蟹
ム
は
委
四
貝
愈
N
の
決
謙
幽
に
よ
る

京
都
哲
晶
晶
役
員

委
員

矢三松野西長田武高園島漿酒臼上井石池有

㌦尾略尾中内田原澤井野　田賀
難……1鋒三太芳∴照島∵

郎一海夫治入国下郎郎夫郎修樹夫勉仁下郎
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哲
學
研
究
　
第
四
百
四
十
號

七
〇

方
向
を
池
る
以
外
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
の
聯
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
道
徳
蘭
實
蹉
の
極
限
に
立
っ
て
恩
酌
龍
と
相
可
す
る
と
い
う
事
は
、
一
辛

驕
を
肖
ら
も
要
求
し
よ
う
と
す
る
（
如
何
な
る
意
味
で
そ
れ
が
言
は
れ
よ
う
と
）
埋
娃
の
不
純
さ
が
徹
底
的
に
溌
い
去
ら
れ
る
事
、
即
ち
理
性
が
直

接
的
な
自
己
主
張
を
露
ら
閉
り
越
え
（
自
己
否
定
）
か
く
て
聖
な
る
領
域
を
ひ
ら
く
鐵
を
雪
辱
す
る
に
嫌
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
於
い
て
超

絶
酌
な
天
平
が
ひ
ら
け
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
自
己
否
定
の
後
に
來
る
も
の
が
安
穏
な
論
辛
…
閥
と
し
て
、
自
己
否
定
以
薄
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
と

し
た
ら
、
こ
れ
程
お
か
し
な
話
は
有
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
自
己
否
定
に
黒
く
も
の
は
、
よ
り
塾
し
い
蓮
徳
的
鍛
蹉
の
絶
え
ざ
る
課
題
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
感
牲
的
な
も
の
が
改
め
て
受
取
り
直
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、
前
脚
の
意
味
に
於
け
る
恩
寵
を
介
し
て
し
か
達
し
得
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
受
取

り
颪
さ
れ
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
逆
に
言
え
ば
、
論
辛
蔵
に
値
す
る
妻
郎
頃
畠
お
と
い
う
事
は
日
常
的
な
相
封
〆
比
較
の
長
に
威
立
つ

安
易
な
意
識
で
は
な
く
、
恩
寵
に
霜
接
し
得
る
究
蟹
田
な
激
徳
的
貴
践
の
勅
祭
に
自
ら
立
つ
事
を
髄
鞘
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
の

み
始
め
て
、
カ
ン
ト
の
言
う
宗
敏
、
乃
至
信
仰
の
本
質
が
幸
綴
を
目
的
と
す
る
｝
切
の
不
純
な
る
宗
教
か
ら
決
定
的
に
断
絶
さ
れ
て
眞
正
な
る
「
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

牲
信
仰
」
と
し
て
明
か
に
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
恩
寵
を
要
請
す
る
購
は
賃
は
恩
寵
を
も
倉
め
て
「
切
の
他
か
ら
の
援
助
を
期
待
す
る
陰
微
な
る
傾

向
性
を
決
定
的
に
克
服
し
よ
う
と
す
る
搬
的
な
實
蹉
現
性
の
決
慧
に
獲
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
都
工
藝
繊
維
大
學
繊
維
學
部
〔
哲
學
〕
講
師
）

〔
前
號
所
載
第
【
論
丈
（
武
帯
健
人
教
授
）

要
約
南
丁
の
誤
陥
継
幽
訂
正
血
衣
〕

要藩勺2頁上ヵ・ら11行目
箇
灰
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禽
餌

告

一
、
本
癒
“
は
叩
網
只
勲
…
織
と
し
脅
菖
鎌
に
は
汐
貫
格
の
麟
…
限
棄
帆
献
け
ま

　
せ
ん
、
入
禽
希
勲
の
方
は
国
都
宙
左
京
簸
田
中
西
浦
町
弘
女

　
堂
内
家
都
哲
學
倉
係
宛
に
規
黛
の
魯
費
（
年
一
、
　
ご
…
○
圓

万人

ｯ…

繒
d
轟
ハ
㎜
○
闘
岡
）
　
ゆ
《
お
獅
㎞
込
下
諏
に
い

「
猟
特
ほ
擦
京
都
　
九
五
五
大
番
　
京
都
哲
撃
會
偏

一
、
禽
費
切
劇
の
腸
合
は
封
絢
に
「
携
金
燐
」
の
蔀
を
捺
し
ま

す
か
ら
竃
ち
に
御
飾
込
下
さ
い
、
　
　
年
分
（
叉
は
牛
年
分
）

倉
資
は
腺
「
賜
と
し
て
本
誌
十
二
醗
（
久
は
六
滑
）
の
蓬
附
法

を
以
て
儲
金
肖
れ
と
し
、
曾
費
の
饗
翼
興
他
の
霧
蒋
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
久
は
三
年
）
毎
に
赫
算
し
ま
す

｝、

�
ш
L
の
纏
W
居
入
室
一
雪
靴
野
（
繍
…
焦
軍
事
務
以
外
の
一
描
刀
）
　
の
寮

務
は
弘
女
堂
内
寮
編
㎝
哲
魚
学
禽
係
へ
御
目
笹
下
さ
い

一
、
本
軸
剛
の
編
｝
集
に
㎜
淫
す
る
轍
馬
偏
・
萌
蝿
り
書
・
寄
書
伝
記
難
日
電
寸
は

本
禽
宛
に
御
逡
り
下
さ
い識烈

京京都
螂都
大τf∫哲

學庶

丈京海
門麗

三吉命
轟田h：S

昭
瀬
三
十
　
年
二
肩
十
獣
顕
印
刷

昭
瀦
三
十
　
年
二
月
二
十
協
爽
行

　
　
　
　
編
集
人

獲
行
人

印
二
人

麟
刷
尊

像
行
所

筋塀。排・，八酒代京京

1欝藤1㌔灘都
1｛！　　巾　　乱丁　　　　箪哲

1翻1久1太轟
　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　

o所○春曇鄭修　兎會

讃
弘
　
丈
　
堂

　
　
　
躍
京
都
千
代
田
雪
田
躍
湾
羅
銀
ノ
圏

註
文
規
定

一
、
倉
鐵
ハ
以
外
の
購
議
了
の
御
老
女
及
び
由
建
玉
に
驕
す
る
件
は

「
弘
丈
堂
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
オ
ハ
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
（
一
部
、
完
蟹
一

二
〇
圃
・
郵
輪
廓
闘
）
前
金
に
て
お
逡
り
下
さ
い

一
、
特
に
講
求
轡
及
び
領
牧
轡
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
雰
八
蹴

を
お
逡
り
下
さ
い
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